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長
崎　
「
平
和
教
育
」
を
議
論

　
株
式
会
社
デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー

ツ
（
デ
イ
リ
ー
新
社
）
の
プ
ロ

パ
ー
社
員
に
よ
る
労
働
組
合

「
デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
労
働
組

合
」（
Ｄ
Ｓ
新
社
労
組
）
が
７
月

31
日
、
発
足
し
た
。
同
日
、
神

戸
市
勤
労
会
館
で
結
成
大
会
を

開
催
し
、
別
室
で
定
期
大
会
を

開
い
た
神
戸
新
聞
・
デ
イ
リ
ー

ス
ポ
ー
ツ
労
組
（
神
戸
Ｄ
Ｓ
労

組
）
と
合
同
で
ガ
ン
バ
ロ
ー
三

唱
し
、
相
互
発
展
へ
連
携
す
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

　
デ
イ
リ
ー
新
社
は
、
10
年
に

神
戸
新
聞
社
が
旧
デ
イ
リ
ー
ス

ポ
ー
ツ
社
を
吸
収
合
併
し
た

後
、
２
０
１
２
年
12
月
に
旧
中

四
国
デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
母

体
と
し
て
再
分
社
化
し
て
発

足
。
13
年
春
か
ら
新
入
社
員
を

採
用
し
は
じ
め
た
が
、
神
戸
新

聞
社
か
ら
の
出
向
社
員
と
の
待

遇
差
は
大
き
く
、
若
手
社
員
の

中
途
退
社
が
相
次
ぐ
中
で
、
労

働
条
件
の
改
善
は
大
き
な
課
題

だ
っ
た
。

　
一
方
で
、
出
向
社
員
ら
の
神

戸
Ｄ
Ｓ
労
組
も
、
神
戸
新
聞
社

と
の
団
体
交
渉
で
プ
ロ
パ
ー
社

員
の
問
題
を
訴
え
て
も
「
別
会

社
の
話
」
と
し
て
議
論
を
拒
ま

れ
て
お
り
、
デ
イ
リ
ー
新
社
と

直
接
交
渉
で
き
る
、
プ
ロ
パ
ー

に
よ
る
新
労
組
の
必
要
性
が
議

論
さ
れ
て
き
た
。

　
新
労
組
は
、
プ
ロ
パ
ー
社
員

の
有
志
が
数
年
前
か
ら
結
成
準

備
会
を
作
り
、
神
戸
Ｄ
Ｓ
労
組

か
ら
支
援
を
受
け
て
慎
重
に
準

備
を
進
め
て
き
た
。
現
在
、
一

般
社
員
31
人
の
全
員
が
加
入
済

み
。
結
成
大
会
に
は
う
ち
11
人

が
出
席
し
、
新
聞
労
連
と
近
畿

地
連
に
加
盟
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。
初
代
執
行
部
は
大
会

後
、
本
社
で
改
発
博
明
社
長
に

結
成
通
知
書
や
要
求
書
な
ど
を

手
渡
し
た
。
８
月
６
日
に
初
の

団
体
交
渉
を
開
き
、
経
営
側
は

今
後
、
誠
実
に
交
渉
に
応
じ
る

こ
と
と
、
要
求
書
へ
の
１
カ
月

後
の
回
答
を
約
束
し
た
。

【
デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
労
組
・
百

瀬
啓
太
】

協
約
締
結
に
向
け
あ
っ
せ
ん

ジ
ャ
パ
タ
イ  

同
意
な
き
出
向
強
行
に
抗
議

　
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
労
組
は

８
月
２
日
、
東
京
都
労
働
委
員

会
に
お
い
て
、
出
向
お
よ
び
事

前
協
議
・
同
意
に
関
す
る
団
交

促
進
と
労
働
協
約
締
結
を
求
め

て
あ
っ
せ
ん
手
続
き
を
行
っ
た
。

　
き
っ
か
け
は
、
社
側
が
７
月

１
日
付
け
で
出
版
局
を
分
社
化

し
、
出
版
局
社
員
全
員
を
出
向

さ
せ
る
こ
と
を
わ
ず
か
１
カ
月

余
り
前
の
５
月
２２
日
に
組
合
に

説
明
し
た
こ
と
に
あ
る
。
組
合

は
、
団
交
で
拙
速
な
分
社
化
、

出
向
に
抗
議
し
、
出
向
と
事
前

協
議
・
同
意
の
労
働
協
約
締
結

を
求
め
た
が
、
社
側
は
理
由
を

説
明
す
る
こ
と
な
く
拒
否
し
、

出
向
人
事
を
強
行
し
た
。

　
組
合
は
、
団
交
で
協
議
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
出
向
を
強
行

す
る
こ
と
は
不
当
労
働
行
為
に

当
た
る
と
警
告
、
さ
ら
に
出
向

対
象
組
合
員
に
発
出
さ
れ
た
出

向
同
意
書
の
提
出
を
拒
否
し
、

組
合
が
全
て
預
か
っ
た
。
そ
の

後
、
事
務
折
衝
で
も
協
約
締
結

を
打
診
し
た
が
、
拒
否
さ
れ
た

た
め
７
月
１
日
、
あ
っ
せ
ん
申

請
に
踏
み
切
っ
た
。

　
あ
っ
せ
ん
の
進
行
は
、
労
使

双
方
の
意
見
を
個
別
に
聞
く
形

で
行
わ
れ
た
。
初
め
に
組
合
側

が
譲
歩
案
を
提
示
。
そ
れ
を
社

側
が
受
け
入
れ
る
か
が
焦
点
と

な
っ
た
。

　
労
働
者
委
員
の
報
告
に
よ
る

と
、
社
側
は
「
組
合
と
労
使
懇

談
会
な
ど
で
協
議
す
る
つ
も
り

は
あ
る
が
、
労
働
協
約
は
結
び

た
く
な
い
」
と
主
張
。
こ
れ
に

対
し
同
委
員
は
「
労
働
協
約
は

団
体
交
渉
で
合
意
し
た
内
容
を

文
書
で
確
認
す
る
も
の
だ
。
団

交
で
協
議
す
る
こ
と
を
約
束
し

た
の
な
ら
そ
れ
を
文
書
に
残
す

の
は
当
然
の
こ
と
」、「
こ
こ
で

労
働
協
約
を
結
ば
な
け
れ
ば
、

出
向
命
令
無
効
の
裁
判
や
不
当

労
働
行
為
の
救
済
申
立
な
ど
事

が
大
き
く
な
る
」
と
指
摘
し
た
。

　
社
側
は
、
譲
歩
案
に
つ
い
て

「
そ
の
場
で
回
答
で
き
な
い
。

持
ち
帰
り
検
討
す
る
」
と
し
た

た
め
、
公
益
委
員
が
９
月
２４
日

の
次
回
期
日
ま
で
に
団
交
な
ど

労
使
の
話
し
合
い
を
２
回
開
く

こ
と
を
提
案
。
労
使
と
も
に
了

承
し
た
。

　

広
島 

「
原
点
」
を
受
け
継
ぐ

　
８
月
６
日
の
原
爆
の
日
を
前

に
、
新
聞
労
連
と
中
国
新
聞
労

働
組
合
は
５
日
、
広
島
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
１
９
「
原
点
を
問

う
。
原
点
か
ら
問
う
。
～
ヒ
ロ

シ
マ
を
受
け
継
ぎ
、
伝
え
る
と

は
～
」
を
広
島
市
中
区
で
開
い

た
。
爆
心
地
の
被
爆
前
の
姿
を

Ｃ
Ｇ
で
再
現
し
た
映
像
の
上
映

や
パ
ネ
ル
討
論
な
ど
が
あ
っ

た
。
労
連
加
盟
単
組
な
ど
の
約

５０
人
が
出
席
し
、
爆
心
地
で
営

ま
れ
て
い
た
普
通
の
生
活
が
一

発
の
原
子
爆
弾
で
灰
じ
ん
に
帰

し
た
こ
と
を
改
め
て
学
び
、
ど

う
伝
え
て
い
く
か
を
考
え
た
。

　
映
像
作
家
田
辺
雅
章
さ
ん
の

作
品
「
被
爆
７０
年
記
録
映
画
　

知
ら
れ
ざ
る
ヒ
ロ
シ
マ
の
真
実

と
原
爆
の
実
態
～
あ
の
日
、
何

が
あ
っ
た
の
か
～
」
を
上
映
。

田
辺
さ
ん
は
Ｃ
Ｇ
、
被
爆
者
の

証
言
な
ど
で
構
成
す
る
作
品
に

込
め
た
思
い
を
講
演
し
た
。

　
田
辺
さ
ん
の
実
家
は
今
の
原

爆
ド
ー
ム
東
隣
に
あ
っ
た
。
両

親
と
弟
を
原
爆
で
亡
く
し
、
自

ら
も
被
爆
者
だ
。
田
辺
さ
ん

は
、
原
爆
ド
ー
ム
の
世
界
遺
産

化
を
き
っ
か
け
で
爆
心
地
復
元

を
始
め
た
こ
と
を
紹
介
。「
私

に
し
か
で
き
な
い
こ
と
だ
と
思

っ
た
」
と
説
明
し
た
。「
日
本
に

再
び
あ
の
日
が
来
る
の
で
は
な

い
か
」
と
の
危
機
感
も
見
せ
、

「
正
し
い
情
報
を
知
り
、
自
分
の

こ
と
と
し
て
置
き
換
え
て
も
ら

い
、
広
め
て
ほ
し
い
」
と
訴
え

た
。

　
被
爆
前
の
写
真
の
カ
ラ
ー
化

な
ど
に
取
り
組
む
大
学
院
教
授

や
広
島
の
高
校
生
、
被
爆
者
の

体
験
を
絵
に
描
き
起
こ
し
た
広

島
大
生
、
田
辺
さ
ん
た
ち
に
よ

る
パ
ネ
ル
討
論
も
あ
っ
た
。

　
原
爆
投
下
前
、
地
域
に
あ
っ

た
普
通
の
暮
ら
し
が
一
瞬
で
破

壊
さ
れ
た
こ
と
を
参
加
者
は
共

有
。
断
絶
さ
れ
た
過
去
の
出
来

事
で
は
な
く
、
今
と
地
続
き
の

歴
史
と
し
て
身
近
に
考
え
て
も

ら
う
仕
掛
け
が
必
要
と
の
考
え

で
一
致
し
た
。

　
６
日
に
は
、
広
島
市
中
区
の

「
原
爆
犠
牲
新
聞
労
働
者
の
碑
」

（
不
戦
の
碑
）
前
で
碑
前
祭
が
あ

っ
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
や

遺
族
が
、
広
島
の
原
爆
で
亡
く

な
っ
た
新
聞
労
働
者
１
３
３
人

を
追
悼
し
た
。【
中
国
新
聞
労

組
・
和
田
木
健
史
】

　
長
崎
原
爆
の
日
に
合
わ
せ

て
、
日
本
マ
ス
コ
ミ
文
化
情
報

労
組
会
議
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
）
と
長
崎

マ
ス
コ
ミ
・
文
化
共
闘
会
議
は

８
月
８
、
９
日
、
長
崎
市
内
で

「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
長
崎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

開
催
し
た
。
１
日
目
は
約
90
人

が
参
加
し
、「
平
和
教
育
の
〝
現

在
〟」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
討
論

な
ど
が
あ
り
、「
核
兵
器
や
戦
争

の
な
い
平
和
な
世
界
を
実
現
す

る
た
め
に
、
権
力
を
監
視
し
続

け
る
」
と
す
る
ア
ピ
ー
ル
文
を

採
択
し
た
。

　
被
爆
語
り
部
と
し
て
活
動
し

て
い
る
八
木
道
子
さ
ん
（
80
）

は
、
普
段
の
講
話
を
基
に
継
承

活
動
の
あ
り
方
を
問
う
た
。
八

木
さ
ん
は
爆
心
地
か
ら
３
・
３

㌔
の
自
宅
で
被
爆
。
戦
後
は
小

学
校
教
諭
と
し
て
教
壇
に
立

ち
、
最
後
の
勤
務
先
は
爆
心
地

に
近
く
、
１
４
０
０
人
以
上
の

児
童
・
職
員
が
被
爆
死
し
た
城

山
小
学
校
（
当
時
城
山
国
民
学

校
）
だ
っ
た
。

　
講
話
で
は
、
米
軍
が
撮
影
し

た
原
爆
投
下
前
後
の
写
真
な
ど

を
見
せ
つ
つ
、
原
爆
が
生
活
の

場
を
破
壊
し
た
こ
と
を
伝
え
て

い
る
。
特
に
城
山
小
が
あ
っ
た

地
域
は
一
家
が
全
滅
し
た
例
も

多
く
、
死
亡
児
童
の
半
数
強
し

か
名
前
が
判
明
し
て
い
な
い
。

八
木
さ
ん
は
子
供
た
ち
に
「
名

前
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
が
ど

う
い
う
こ
と
か
分
か
る
？
」
と

問
い
か
け
、
原
爆
が
奪
っ
た
も

の
の
大
き
さ
を
想
像
さ
せ
る
よ

う
に
し
て
い
る
と
い
う
。

　
パ
ネ
ル
討
論
に
は
、
中
国
新

聞
記
者
の
馬
場
洋
太
さ
ん（
45
）

▽
長
崎
県
原
爆
被
爆
教
職
員
の

会
副
会
長
の
山
川
剛
さ
ん（
82
）

▽
高
校
生
１
万
人
署
名
活
動
１

期
生
で
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
鳥

巣
智
行
さ
ん
（
36
）
が
参
加
。

現
在
と
接
点
を
見
い
だ
し
つ

つ
、
い
か
に
能
動
的
に
平
和
を

巡
る
課
題
と
向
き
合
う
か
、
議

論
を
重
ね
た
。

し
た
「
原
爆
読
本
」
な
ど
の
試

み
に
触
れ
つ
つ
、「
や
ら
さ
れ
る

（
官
製
の
）
平
和
教
育
で
は
な

く
、
自
ら
や
る
平
和
教
育
を
」

と
訴
え
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
鳥
巣
さ
ん
は

「
先
生
が
『
や
り
た
い
』
と
思
う

よ
う
な
平
和
教
育
が
で
き
れ
ば

い
い
」
と
応
じ
、
楽
し
み
な
が

ら
課
題
の
解
決
策
を
探
る
ゲ
ー

ム
を
考
案
し
た
経
験
な
ど
か

ら
、「
人
を
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
に

す
る
た
め
に
は
、
周
り
の
人
に

教
え
て
も
ら
い
つ
つ
枠
を
飛
び

越
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と

話
し
た
。

【
毎
日
新
聞
労
組
・
高
橋
咲
子
】

デイリー労組結成

来年1月に労連加盟へ

長
崎
で
女
性
集
会 

１１
月
１７
・
１８
日

　
新
聞
労
連
は
１１
月
１７
日

（
日
）・
１８
日
（
月
）
に
長
崎
新

聞
文
化
ホ
ー
ル
で
「
女
性
集

会
」
を
開
き
ま
す
。

　
今
期
新
設
さ
れ
た
労
連
役
員

の
特
別
中
央
執
行
委
員
（
い
わ

ゆ
る
女
性
枠
）
と
一
緒
に
、
女

性
組
合
員
が
抱
え
て
い
る
課
題

や
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
新
聞
社

で
の
働
き
方
を
議
論
。
ま
た
、

市
部
長
（
当
時
）
か
ら
取
材
中

の
記
者
が
性
暴
力
を
受
け
た
長

崎
事
件
の
被
害
者
代
理
人
の
講

演
も
行
う
予
定
で
す
。

　
集
会
終
了
後
の
１８
日
午
後
４

時
半
か
ら
の
長
崎
地
裁
で
の
傍

聴
支
援
も
呼
び
か
け
ま
す
。
詳

し
く
は
労
連
本
部
（
担
当
・
月

舘
）
ま
で
。

被爆体験を語る八木道子さん

結成大会を終え神戸DS労組とともに団結旗を掲げる新組
合員ら

原爆被害の実態を語り継ぐ意義や風化さ
せないための方策を話し合った

　
馬
場
さ
ん
は
、
２
０
１
７
年

に
広
島
市
が
８
月
６
日
の
登
校

日
を
や
め
た
問
題
を
取
材
す
る

な
ど
平
和
報
道
に
携
わ
っ
て
き

た
。
現
在
の
平
和
教
育
に
つ
い

て
、「
パ
タ
ー
ン
化
し
た
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
し
か
で
き
て
い
な
い
」

と
指
摘
。「
被
爆
者
１
人
１
人

の
心
情
に
思
い
を
は
せ
る
の
も

大
切
だ
が
、『
命
の
大
切
さ
』
の

上
に
何
か
が
な
い
と
、
証
言
が

聞
け
な
く
な
っ
た
と
き
に
弱

い
」
と
問
題
提
起
し
た
。

　
現
職
時
代
か
ら
平
和
教
育
に

力
を
注
い
で
き
た
山
川
さ
ん

は
、
平
和
教
育
の
総
括
が
さ
れ

な
い
ま
ま
だ
と
話
し
た
。
行
政

の
理
解
が
乏
し
い
な
か
で
発
行



　
新
聞
労
連
・
九
州
地
方
連
合

は
第
64
回
定
期
大
会
を
８
月
24

日
、
大
分
市
の
大
分
合
同
新
聞

社
で
開
い
た
。
役
員
と
加
盟
単

　
沖
縄
県
マ
ス
コ
ミ
労
働
組
合

協
議
会
（
鈴
木
実
議
長
）
は
８

月
19
日
、
那
覇
市
内
で
２
０
２

０
年
度
定
期
大
会
を
開
き
、
新

役
員
体
制
や
活
動
方
針
、
予
算

案
な
ど
を
承
認
し
た
。
新
役
員

は
議
長
に
次
呂
久
勲
さ
ん
（
沖

縄
テ
レ
ビ
労
組
）、
副
議
長
に
大

野
亨
恭
さ
ん
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス

労
組
）、
垣
花
尚
さ
ん
（
宮
古
毎

日
労
組
）、
事
務
局
長
に
来
間

信
也
さ
ん
（
琉
球
新
報
労
組
）、

事
務
局
次
長
に
森
根
健
さ
ん

（
専
従
）
を
承
認
し
た
。

　
今
大
会
で
は
、
宮
古
新
報
労

組
の
社
長
退
陣
闘
争
を
振
り
返

っ
た
。
自
主
発
行
と
い
う
茨
の

道
を
選
ん
だ
組
合
員
た
ち
に
敬

意
を
表
し
た
ほ
か
、
全
国
の
仲

間
か
ら
の
支
援
カ
ン
パ
や
派
遣

が
大
き
な
力
に
な
り
、
労
働
者

の
団
結
と
連
帯
で
勝
利
で
き
た

こ
と
、
今
後
も
宮
古
新
報
労
組

を
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
た
。
ま
た
、
今
大
会
を
も
っ

て
石
垣
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
労
組

（
和
田
学
委
員
長
）
の
マ
ス
コ
ミ

労
協
加
盟
を
決
定
し
た
。

　
次
呂
久
新
議
長
は
「
全
国
的

に
組
合
活
動
が
縮
小
す
る
な

か
、
新
た
な
仲
間
が
加
わ
る
な

ど
マ
ス
コ
ミ
労
協
は
大
き
く
な

っ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
沖
縄

の
厳
し
い
労
働
環
境
が
あ
る
と

い
え
る
。
こ
れ
か
ら
も
全
て
の

仲
間
と
団
結
し
、
諸
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
こ
う
」
と
呼
び
か

け
た
。

　
マ
ス
コ
ミ
労
協
は
12
月
に
結

成
50
周
年
を
迎
え
、
記
念
式

典
・
祝
賀
会
を
年
明
け
に
予
定

し
て
い
る
。

　
新
聞
労
連
沖
縄
地
連
（
當
眞

正
武
委
員
長
）
の
定
期
大
会
も

合
わ
せ
て
開
催
し
た
。
新
役
員

は
委
員
長
に
比
屋
根
真
澄
さ
ん

（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
労
組
）、
書
記

長
に
国
吉
聡
志
さ
ん
（
同
）、
副

委
員
長
に
外
間
愛
也
さ
ん
（
琉

球
新
報
労
組
）、
中
央
執
行
委

員
に
慶
田
城
七
瀬
さ
ん
（
同
）

を
専
任
し
た
。

【
琉
球
新
報
労
組
・
當
眞
正
武
】

長
崎
市
事
件
で
決
議

 

新
委
員
長
に
吉
丸
さ
ん
（
佐
賀
）

組
の
常
任
委
員
・
代
議
員
の
計

39
人
（
代
議
員
の
委
任
７
人
含

む
）
が
出
席
、
来
賓
に
新
聞
労

連
の
南
彰
委
員
長
と
沖
縄
地
連

の
比
屋
根
真
澄
委
員
長
を
迎
え

た
。
２
０
１
８
年
度
の
活
動
報

告
と
決
算
、
１９
年
度
の
運
動
方

針
案
・
予
算
案
を
承
認
。
吉
丸

正
栄
さ
ん
（
佐
賀
）
を
新
委
員

長
と
す
る
次
期
執
行
部
を
選
出

し
た
。
大
会
宣
言
に
加
え
、
長

崎
市
性
暴
力
事
件
で
被
害
者
へ

謝
罪
す
る
よ
う
長
崎
市
に
求
め

る
特
別
決
議
も
採
択
し
た
。

　
大
会
宣
言
と
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
採
択
で
は
、
す
べ
て
の
労

働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境

づ
く
り
へ
団
結
す
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

　
長
崎
市
の
元
幹
部
が
取
材
中

の
女
性
記
者
へ
性
暴
力
を
ふ
る

い
、
被
害
者
が
市
を
提
訴
し
た

事
件
に
関
し
、
山
口
栄
治
常
任

委
員
（
長
崎
新
聞
労
組
委
員

長
）
か
ら
「
性
別
や
職
業
に
関

係
な
く
、
未
来
あ
る
1
人
の
人

間
を
被
害
に
あ
わ
せ
な
い
と
い

う
決
意
を
九
地
連
と
し
て
表
明

し
た
い
」
と
特
別
決
議
の
提
案

が
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
許
さ
ず
、
長
崎
市
に
早

期
謝
罪
を
求
め
る
内
容
を
全
会

一
致
で
採
択
し
た
。

　
ま
た
、
吉
丸
新
委
員
長
は

　
長
崎
市
部
長
（
当
時
）
か
ら

取
材
中
に
性
暴
力
を
受
け
た
と

し
て
、
現
役
の
女
性
記
者
が
長

崎
市
（
田
上
富
久
市
長
）
を
相

手
取
り
、
謝
罪
広
告
の
掲
載
と

損
害
賠
償
を
求
め
た
訴
訟
の
第

２
回
口
頭
弁
論
が
８
月
１９
日
、

長
崎
地
裁
で
あ
っ
た
。

　
市
側
は
提
出
し
た
準
備
書
面

で
、
自
殺
し
た
部
長
の
弁
明
か

ら
「
性
暴
力
を
事
実
と
し
て
認

め
る
こ
と
を
躊
躇
し
て
き
た
」

と
主
張
。「
男
女
関
係
」
と
い

う
言
葉
を
用
い
る
な
ど
、
長
崎

市
の
性
暴
力
へ
の
無
理
解
を
さ

ら
け
出
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
原
告
側
は

「
性
暴
力
に
対
す
る
偏
見
に
満

ち
た
根
拠
の
な
い
考
え
方
が
市

の
中
に
存
在
す
る
」
な
ど
と
、

市
の
対
応
不
足
を
訴
え
た
。

「
長
崎
市
の
訴
訟
支
援
が
最
重

要
課
題
に
な
る
。
役
員
が
一
致

団
結
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
決
意
を
表
明
し
た
。

【
毎
日
労
組
・
茂
木
佳
博
】

性
暴
力
へ
の
無
理
解
露
呈

長
崎
訴
訟
、市
が
準
備
書
面

　
裁
判
終
了
後
の
報
告
集
会
で

は
、
中
野
麻
美
弁
護
士
が
、
性

暴
力
の
問
題
で
、
被
害
者
で
あ

る
は
ず
の
女
性
が
「
夜
道
に
１

人
で
歩
い
て
い
た
か
ら
だ
」
な

ど
と
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が

多
い
と
指
摘
。「
こ
う
し
た
捉

え
方
は
、
性
暴
力
そ
の
も
の
を

な
か
っ
た
こ
と
に
し
て
し
ま
う
」

「
国
際
社
会
で
は
、
合
意
が
な
い

こ
と
が
明
確
で
あ
れ
ば
罪
が
成

立
す
る
場
合
が
多
い
。
日
本
の

考
え
方
は
遅
れ
て
い
る
」
と
指

摘
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
労
連
本
部
と
九

州
地
連
の
両
委
員
長
の
ほ
か
、

長
崎
労
組
、
宮
崎
日
日
労
組
が

傍
聴
支
援
し
た
。

　
次
回
は
１１
月
１８
日
午
後
４
時

半
か
ら
。
女
性
集
会
も
１７
・
１８

日
に
行
う
。【
１
面
参
照
】

　
山
陽
新
聞
労
組
、
山
陰
中
央

新
報
労
組
、
中
国
新
聞
労
組
で

つ
く
る
新
聞
労
連
中
国
地
連
の

定
期
総
会
が
８
月
２４
日
、
松
江

市
で
開
催
さ
れ
た
。
３
単
組
の

委
員
長
、
書
記
長
や
中
国
地
連

の
正
副
委
員
長
、
労
連
書
記
次

長
た
ち
１０
人
が
出
席
し
、
１
年

19
秋
・
年
末
闘
争
方
針

【
１
】
１９
年
秋
季
・
年
末
闘
争
統

一
要
求
の
提
案

①
基
準
内
比
２
・
６５
カ
月
（
前

年
冬
要
求
実
績
）
以
上
の
獲
得

②
働
く
者
の
た
め
の
働
き
方
改

革
を
実
現
す
る

③
均
等
待
遇
実
現
の
た
め
、
非

正
規
社
員
・
限
定
正
社
員
の
待

遇
を
改
善
す
る

【
２
】
闘
争
方
針

　
１９
年
末
一
時
金
闘
争
で
は
基

準
内
比
２
・
６５
カ
月
（
前
年
冬

季
要
求
実
績
）
を
統
一
要
求
基

準
と
し
、
最
低
で
も
昨
年
末
一

時
金
実
績
２
・
２８
カ
月
を
上
回

る
回
答
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。
も
っ
と
も
、
労
連
統
一
要

求
は
あ
く
ま
で
も
最
低
限
の
要

求
で
あ
り
、
自
ら
の
組
合
員
の

要
求
に
基
づ
き
、
高
い
獲
得
目

標
を
掲
げ
る
組
合
の
交
渉
を
妨

げ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
経
営
難
を
抱
え
る
組

合
や
労
使
関
係
が
悪
化
し
て
い

る
組
合
に
お
い
て
は
、
一
時
金

支
給
そ
の
も
の
が
実
施
さ
れ
る

か
ど
う
か
が
焦
点
と
な
り
ま

す
。
安
易
に
妥
協
せ
ず
、
積
極

的
に
要
求
を
掲
げ
て
、
有
額
回

答
を
勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
社
側
は
、
一
時
金
を
人
事
考

課
制
と
関
連
付
け
る
こ
と
で
社

員
間
格
差
を
助
長
し
た
り
、
業

績
連
動
型
の
支
給
方
式
を
採
る

こ
と
で
抑
制
し
よ
う
と
し
て
き

ま
す
。
一
時
金
は
生
活
給
の
一

部
で
あ
る
と
い
う
組
合
側
の
論

理
を
貫
い
て
、
組
合
員
の
暮
ら

し
を
守
る
た
め
の
闘
い
を
展
開

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
社

側
は
え
て
し
て
一
時
金
原
資
を

一
方
的
に
設
定
し
、
労
使
対
等

の
原
則
を
無
視
し
た
一
時
金
交

渉
を
行
お
う
と
し
て
き
ま
す
。

組
合
は
こ
う
し
た
態
度
に
毅
然

と
対
応
し
、
組
合
員
の
頑
張
り

に
報
い
る
一
時
金
を
要
求
し
勝

ち
取
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
の

観
点
か
ら
、
正
社
員
と
非
正
規

社
員
の
不
合
理
な
待
遇
格
差
が

な
い
よ
う
に
注
視
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
正

社
員
並
み
に
働
く
非
正
規
社
員

や
限
定
正
社
員
の
組
合
員
が
い

る
場
合
は
、
正
社
員
と
同
水
準

の
一
時
金
支
給
を
要
求
し
、
す

べ
て
の
組
合
員
が
納
得
で
き
る

闘
い
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

第
１
３
４
回
定
期
大
会
で
決
定
し
た
秋
・
年
末
闘
争
の
統
一

行
動
日
程
は
以
下
の
通
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

①
第
１
次
統
一
行
動
日
「
要
求
提
出
」
１０
月
２４
日
（
木
）

要
求
提
出
日
。
こ
の
日
ま
で
に
全
単
組
が
要
求
を
提
出
す
る
。

②
第
２
次
統
一
行
動
日
「
回
答
指
定
」
１１
月
７
日
（
木
）

回
答
指
定
日
。
各
単
組
は
こ
の
日
ま
で
に
ス
ト
権
確
立
な
ど

の
闘
争
態
勢
を
整
え
る
。
納
得
の
い
く
回
答
を
得
る
た
め
に

全
組
合
員
参
加
の
行
動
に
取
り
組
む
。
不
当
な
低
額
回
答
に

は
抗
議
行
動
を
と
る
。
回
答
引
き
延
ば
し
に
対
し
て
は
、
１１

月
１４
日
の
第
３
次
統
一
行
動
日
ま
で
に
、
必
ず
回
答
す
る
よ

う
交
渉
す
る
。

③
第
３
次
統
一
行
動
日
「
再
回
答
指
定
日
」
１１
月
１４
日
（
木
）

再
回
答
指
定
日
。
７
日
に
ゼ
ロ
回
答
や
不
当
な
低
額
回
答
だ

っ
た
場
合
、
こ
の
日
に
２
次
回
答
を
指
定
し
、
ス
ト
権
行
使

な
ど
強
力
な
交
渉
で
回
答
を
引
き
出
す
。

④
第
４
次
統
一
行
動
日
「
再
回
答
指
定
日
」
１１
月
１９
日
（
火
）

～
２１
日
（
木
）

最
後
の
ヤ
マ
場
と
位
置
付
け
、
決
着
を
は
か
る
。

山
下
雅
弘
・
前
委
員
長
の
活
動
報
告
を
聞
く
代
議
員
ら

宮古新報労
支援継続へ

沖縄マス協定期大会

間
の
取
り
組
み
を
報
告
し
た
。

　
山
陽
労
組
は
、
組
合
活
動
を

理
由
に
同
労
組
正
副
委
員
長
の

出
向
希
望
を
認
め
な
か
っ
た
と

し
て
会
社
と
争
っ
て
い
る
不
当

配
転
問
題
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
県
労
委
で
結
審
し
、
１１
月

に
も
救
済
命
令
が
出
る
と
の
見

通
し
を
報
告
。
並
行
し
て
進
め

て
い
る
和
解
協
議
に
も
触
れ
、

「
会
社
が
２
人
の
人
権
を
じ
ゅ

う
り
ん
し
た
文
書
の
撤
回
、
謝

罪
な
ど
を
求
め
て
い
く
」
と
力

を
込
め
た
。

　
中
国
労
組
や
山
陰
中
央
労
組

は
、
働
き
方
改
革
や
若
手
離
職

の
現
状
な
ど
を
説
明
し
、
働
き

や
す
い
職
場
の
実
現
に
向
け
て

今
後
検
討
す
べ
き
こ
と
な
ど
を

話
し
合
っ
た
。「
中
堅
層
に
負

荷
が
集
中
し
、
若
手
の
面
倒
を

み
る
余
裕
が
な
く
な
っ
て
い

る
」「
休
め
る
時
間
帯
に
自
主
的

に
休
む
な
ど
、
メ
リ
ハ
リ
を
付

け
た
『
賢
い
働
き
方
』
を
若
い

人
た
ち
に
伝
え
て
い
く
べ
き

だ
」
な
ど
の
声
が
出
た
。

　
地
連
と
し
て
今
後
も
山
陽
労

組
の
争
議
支
援
に
力
を
入
れ
る

方
針
を
確
認
。
板
垣
敏
郎
委
員

　
山
陽
新
聞
労
組
委
員
長
の
田

淵
信
吾
さ
ん
（
58
歳
）
と
、
副

委
員
長
の
加
賀
光
夫
さ
ん
（
64

歳
）
が
、
印
刷
工
場
の
別
会
社

化
反
対
を
掲
げ
る
組
合
方
針
を

理
由
に
、
印
刷
職
場
か
ら
締
め

出
さ
れ
た
不
当
労
働
行
為
事
件

で
、
岡
山
県
労
働
委
員
会
は
8

 

山
陽
争
議
が
結
審

県
労
委
、１１
月
に
命
令

月
7
日
救
済
申
し
立
て
の
審
問

を
結
審
し
た
。
命
令
の
交
付
は

11
月
頃
に
な
る
予
定
。

　
申
し
立
て
後
、
会
社
は
印
刷

セ
ン
タ
ー
社
の
代
理
人
を
3
カ

月
に
渡
っ
て
選
任
し
な
い
な
ど

の
遅
延
行
為
を
重
ね
、
18
年
4

月
の
救
済
申
し
立
て
か
ら
既
に

1
年
3
カ
月
が
経
過
。
加
賀
副

委
員
長
の
定
年
退
職
が
来
年
2

月
に
迫
る
中
、
一
刻
も
早
い
解

決
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
日
の
結
審
に
先

立
ち
、
同
日
、
２
回
目
の
和
解

協
議
も
県
労
委
で
持
た
れ
た
。

和
解
協
議
は
救
済
命
令
の
時
期

を
遅
ら
せ
な
い
範
囲
内
で
今
後

も
続
け
ら
れ
る
。

　
会
社
は
７
月
29
日
に
県
労
委

に
提
出
し
た
最
終
陳
述
書
で
も

「
配
置
転
換
は
頻
繁
に
行
わ
れ

て
お
り
、
印
刷
職
場
で
も
同

様
」
な
ど
と
事
実
に
反
す
る
主

張
を
展
開
、
さ
ら
に
2
人
を
新

工
場
に
出
向
さ
せ
る
と
「
他
の

従
業
員
に
不
安
を
与
え
」「
企
業

秩
序
遵
守
お
よ
び
職
務
専
念
義

務
の
遵
守
を
期
待
す
る
こ
と
も

で
き
な
か
っ
た
」
な
ど
と
2
人

へ
の
人
格
攻
撃
、
人
権
侵
害
と

も
い
う
べ
き
誹
謗
中
傷
を
繰
り

返
し
て
い
る
。

　
次
回
の
和
解
協
議
は
9
月
3

日
。
そ
れ
に
先
立
ち
同
2
日
に

は
、
本
争
議
を
議
題
と
し
た
団

交
も
開
か
れ
る
。

中
国
地
連

定
期
総
会
で
確
認

 

山
陽
労
組
支
援
に
注
力

九
州
地
連

長
（
山
陰
中
央
労
組
）、
石
川
昌

義
副
委
員
長
（
中
国
労
組
）
を

再
選
し
た
。

【
中
国
労
組
・
和
田
木
健
史
】

（２）第1285号新 聞 労 連2019年9月1日（日曜日） （ ）昭和25年3月1日発行、昭和43 
年2月8日第三種郵便物認可（毎月1日発行）



（3） 第1285号 新 聞 労 連 2019年9月1日（日曜日）（ ）昭和25年3月1日発行、昭和43
年2月8日第三種郵便物認可 （毎月1日発行）

こ
と
は
、
業
界
に
と
っ
て
も
意

義
深
い
取
り
組
み
だ
ろ
う
。
受

講
生
の
半
分
が
業
界
に
就
職
す

る
毎
年
の
実
績
を
考
え
れ
ば
、

将
来
へ
の
先
行
投
資
と
し
て
も

十
分
に
見
合
う
は
ず
だ
。

　
今
期
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
就

職
活
動
の
前
倒
し
に
伴
っ
て
例

年
よ
り
約
３
カ
月
早
ま
り
、
東

京
は
９
月
16
日
、
大
阪
は
同
23

日
に
開
催
す
る
。
早
く
も
再
来

年
の
就
職
に
向
け
た
支
援
活
動

が
始
ま
る
。

【
共
同
通
信
労
組
・
新
崎
盛
吾
】

９月下旬　執行部セミナー

不利益変更などテーマ
事前アンケート 協力を

㉚

刷新予定の労連ＨＰトップ画面（上）と変更後のメー
ルアドレスとＨＰのＵＲＬ（右）

新
聞
・放
送
業
界
に
３６
人
就
職
へ

作
文
指
導
の
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生

　
メ
デ
ィ
ア
業
界
を
志
望
す
る

学
生
を
対
象
に
、
新
聞
労
連
が

毎
年
開
催
し
て
い
る
「
作
文
セ

ミ
ナ
ー
」
の
受
講
生
の
う
ち
、

８
月
末
時
点
で
計
36
人
が
来
年

春
の
新
聞
・
放
送
業
界
へ
の
就

職
を
決
め
た
。

　
内
訳
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
８
人
（
内

定
９
人
）、
共
同
通
信
４
人
（
６

人
）、
朝
日
新
聞
４
人
（
５
人
）、

毎
日
新
聞
３
人
（
７
人
）、
読
売

新
聞
３
人
（
５
人
）、
中
日
新
聞

２
人
（
４
人
）、
日
経
新
聞
１
人

（
５
人
）、
北
海
道
新
聞
１
人

（
４
人
）、
時
事
通
信
１
人
（
２

人
）、
京
都
新
聞
１
人
（
２
人
）

の
ほ
か
、
中
国
、
信
濃
毎
日
、

福
井
、
大
分
合
同
、
デ
イ
リ
ー

ス
ポ
ー
ツ
、
日
本
農
業
、
三
陸

河
北
の
各
紙
と
毎
日
放
送
が
そ

れ
ぞ
れ
１
人
。

　
新
聞
労
連
は
２
０
０
４
年
か

ら
、
現
役
記
者
の
座
談
会
な
ど

で
業
界
を
紹
介
す
る
「
就
職
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
を
東
京
と
大
阪
で

開
い
て
い
る
。
06
年
か
ら
は
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
参
加
学
生
を
対

　
新
聞
労
連
は
、
今
期
の
組
合

執
行
部
を
担
う
人
を
対
象
に
、

労
働
組
合
の
課
題
を
学
ぶ
セ
ミ

ナ
ー
を
９
月
25
、
26
の
両
日
、

東
京
都
内
で
開
く
。「
人
件
費

削
減
」「
不
利
益
変
更
」「
宮
古

新
報
争
議
」「
70
周
年
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
等
が
テ
ー
マ
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
初
日
は
、
各
単

組
に
要
請
中
の
「
人
件
費
削

減
」
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
集

計
結
果
を
報
告
す
る
。
８
月
30

日
現
在
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
数

が
少
な
い
た
め
、
締
め
切
り
を

９
月
17
日
（
火
）
の
午
前
10
時

ま
で
延
期
す
る
の
で
、
引
き
続

き
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
願
い

た
い
。

　
２
日
目
は
、
朝
日
、
読
売
、

毎
日
、
共
同
通
信
の
大
手
４
労

組
が
、
命
と
健
康
を
め
ぐ
る
課

題
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
、

非
正
規
社
員
の
組
織
化
な
ど
に

つ
い
て
報
告
す
る
。
単
組
の
枠

を
超
え
、
新
執
行
部
同
士
で
交

流
で
き
る
よ
う
懇
親
会
も
お
こ

な
う
。
セ
ミ
ナ
ー
の
詳
細
は
次

の
通
り
。

▼
日
時
　
２
０
１
９
年
９
月
25

日
（
水
）
13
時
半
〜
翌
26
日

（
木
）
12
時
半

▼
場
所
　
１
日
目
は
文
京
シ
ビ

ッ
ク
セ
ン
タ
ー
26
階
ス
カ
イ
ホ

ー
ル
、
２
日
目
は
同
５
階
Ｃ
会

議
室
（
文
京
区
春
日
１
丁
目
16

ー
21
）

▼
内
容
　
９
月
25
日
13
時
半
〜

18
時
。
第
１
講
座
＝
人
件
費
削

減
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
。
第

２
講
座
＝
不
利
益
変
更
の
対
処

法
。
第
３
講
座
＝
宮
古
新
報
争

議
を
振
り
返
る
。
第
４
講
座
＝

労
連
結
成
70
周
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
パ
ネ
ル
討
論
。

18
時
半
〜
　
懇
親
会
「
水
道

橋
」
周
辺

９
月
26
日
９
時
半
〜
12
時
半
。

大
手
紙
労
組
の
こ
の
間
の
取
り

組
み
を
報
告
（
朝
日
、
読
売
、

共
同
、
毎
日
）

▼
参
加
申
し
込
み
　
９
月
17
日

(

火)

ま
で
に
指
定
の
申
込
書
に

記
入
の
上
、
新
聞
労
連
Ｆ
Ａ
Ｘ

03
‐
５
８
４
２
‐
２
２
５
０
へ

送
信
の
こ
と
。

▼
参
加
費
　
参
加
費
無
料
。
初

日
の
懇
親
会
参
加
者
は
会
費
５

０
０
０
円
を
新
聞
労
連
の
口
座

に
９
月
20
日
正
午
ま
で
に
振
込

ん
で
下
さ
い
。

　「
利
用
者
が
5
千
万
人
に

な
る
ま
で
の
時
間
は
？
　
ラ

ジ
オ
38
年
、
テ
レ
ビ
13
年
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
4
年
、
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
2
年
」
は
、

情
報
技
術
の
加
速
ぶ
り
を
示

す
言
葉
と
し
て
有
名
だ
。

　
現
在
は
異
動
し
た
が
、
筆

者
は
最
近
ま
で
同
分
野
の
業

務
を
担
当
し
た
。
む
ろ
ん
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
と
か
の
話

で
は
な
く
、
要
は
紙
面
化
さ

れ
た
新
聞
記
事
の
一
部
を
公

式
サ
イ
ト
や
ラ
イ
ン
、
ヤ
フ

ー
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
々
に
発

信
す
る
業
務
。
こ
れ
ら
は
従

来
の
報
道
の
常
識
と
異
な
る

面
も
数
多
い
。

　
例
え
ば
今
ま
で
「
可
視

化
」
さ
れ
な
か
っ
た
「
ど
の

記
事
が
何
人
に
読
ま
れ
た

か
」
が
、
ネ
ッ
ト
掲
載
記
事

だ
と
1
桁
の
数
ま
で
自
動
的

に
判
明
す
る
。
こ
れ
だ
け
で

『
天
動
説
か
ら
地
動
説
』
並

み
の
大
変
化
だ
。
控
え
め
に

言
っ
て
も
、
新
聞
が
通
常
の

感
覚
と
経
験
で
定
め
た
「
ト

ッ
プ
記
事
、
中
も
の
、
ベ
タ

記
事
」
の
価
値
観
と
、
ネ
ッ

ト
上
で
実
際
に
読
ま
れ
た
記

事
の
順
位
は
相
当
に
異
な
る
。

　
そ
れ
で
は
、
そ
の
順
番
が

正
し
い
の
か
と
い
え
ば
む
ろ

ん
違
う
。
た
と
え
ば
性
犯
罪

記
事
は
事
件
の
規
模
と
関
係

な
く
ア
ク
セ
ス
が
多
い
が
、

防
犯
意
識
や
犯
罪
へ
の
怒
り

ゆ
え
に
読
ま
れ
て
い
る
と
は

正
直
、
推
定
し
難
い
。
ま

た
、
地
味
だ
が
重
要
な
ニ
ュ

ー
ス
は
…
。
２
０
０
８
年
の

コ
ソ
ボ
独
立
宣
言
時
、
某
ニ

ュ
ー
ス
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
リ
ン

ク
記
事
が
全
く
読
ま
れ
ず
、

自
虐
的
に
「
コ
ソ
ボ
は
独
立

し
な
か
っ
た
」
と
称
し
て
い

る
と
か
。

　
一
方
で
、
ネ
ッ
ト
の
特
質

を
利
用
し
た
新
し
い
試
み
も

徐
々
に
進
む
。
紙
面
で
は
ど

う
し
て
も
要
約
し
か
載
せ
ら

れ
な
い
会
見
や
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
、
ネ
ッ
ト
上
で
字
数
を

気
に
せ
ず
「
ロ
ン
グ
版
」
を

掲
載
、
な
ど
の
手
法
が
始
ま

っ
た
。
書
き
込
み
を
見
る
こ

と
自
体
も
、
も
は
や
『
現
場

取
材
』
の
一
環
だ
。
何
し
ろ

米
朝
の
首
脳
が
、Twitter

を
契
機
に
会
談
す
る
時
代
な

の
だ
か
ら
。

　
情
報
技
術
は
「
５
Ｇ
」
時

代
が
来
れ
ば
さ
ら
に
大
き
く

変
わ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
何

か
は
、
今
か
ら
で
は
想
像
不

可
能
。
だ
か
ら
こ
そ
、
基
本

に
立
ち
戻
り
日
々
の
報
道
を

し
て
い
く
し
か
な
い
。

「デジタル化」報道

　　　基本に立ち戻り
元関東地連委員長

臼井　義隆（全下野新聞労組）

ネ
ッ
ト
上
の
記
事
は
、
そ
の
反

響
が
即
座
に
『
可
視
化
』
さ
れ

て
い
く

　
　
　
　【
訃
報
】

　
２
０
０
３
年
７
月
か
ら
05
年

７
月
ま
で
の
２
年
間
、
労
連
副

委
員
長
を
務
め
た
宮
日
労
組
出

身
の
大
西
省
三
さ
ん
が
８
月
12

日
、
胃
が
ん
の
た
め
、
亡
く
な

り
、
13
日
に
通
夜
、
14
日
に
葬

儀
が
宮
崎
市
内
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
享
年
76
歳
で
し
た
。

　
大
西
さ
ん
は
宮
古
毎
日
新
聞

労
組
立
ち
上
げ
の
時
に
副
委
員

長
を
務
め
、
当
時
は
、
宮
古
島

に
長
期
滞
在
し
、
豊
富
な
経
験

と
揺
る
ぎ
な
い
信
念
の
元
、
誕

生
し
た
ば
か
り
の
同
労
組
を
支

え
ま
し
た
。

　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

象
に
希
望
者
を
募
り
、
作
文
や

面
接
な
ど
を
指
導
す
る
無
料
セ

ミ
ナ
ー
も
始
め
た
。

　
今
年
は
東
京
で
約
60
人
、
大

阪
で
約
20
人
の
学
生
が
セ
ミ
ナ

ー
に
参
加
し
、
南
彰
労
連
委
員

長
の
ほ
か
、
朝
日
、
読
売
、
共

同
な
ど
の
大
手
紙
労
組
の
委
員

長
ら
が
講
師
を
務
め
た
。
私
も

講
師
を
引
き
受
け
て
か
ら
、
今

年
で
５
年
目
と
な
っ
た
。

　
組
合
活
動
へ
の
関
心
が
薄
れ

る
中
、
学
生
時
代
か
ら
労
組
の

存
在
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

新聞労連 HP
全面リニューアル

書記、４役メアドも

　
新
聞
労
連
は
９
月
中
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
全
面
的
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
す
る
。
現
在
の
活
動
内

容
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
紹
介

す
る
た
め
、「
女
性
活
躍
」
な
ど

テ
ー
マ
項
目
を
一
新
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
、
新
聞
労
連
の
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し

た
。
未
対
応
だ
っ
た
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
に
も
対
応
、
汎
用

性
を
高
め
た
。

　
テ
ー
マ
項
目
は
「
女
性
活

躍
」
は
じ
め
、「
争
議
」、「
新
聞

研
究
部
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
大

賞
」、
来
年
の
新
聞
労
連
結
成

70
周
年
へ
向
け
て
の
「
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」、「
就
職
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

な
ど
八
つ
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の

直
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
見
や
す

く
し
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
面
も
大
幅

に
変
更
し
た
。

　
新
し
い
ア
ド
レ
ス
はhttp://

shimbunroren.or.jp/

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
合
わ
せ
て
四
役
と
書
記

の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
も
９
月
か

ら
変
更
。
従
来
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
も
２
０
１
９
年
末
ま
で
使

用
で
き
る
。

10
月 

Ｊ
Ｔ
Ｃ
記
者
研
修
会

「
日
韓
問
題
」
講
座
に
追
加

　
新
聞
労
連
新
聞
研
究
部
は
、

10
月
26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）

『「
私
た
ち
」
の
社
会
を
考
え
る

〜
外
国
人
・
沖
縄
・
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

〜
』
を
テ
ー
マ
に
第
47
回
Ｊ
Ｔ

Ｃ
若
手
記
者
研
修
会
を
東
京
・

文
京
区
で
開
催
し
ま
す
。

　
初
日
は
、
毎
日
放
送
報
道
局

の
斉
加
尚
代
さ
ん
制
作
の
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
「
な
ぜ
ペ
ン
を

と
る
の
か
〜
沖
縄
の
記
者
た

ち
」
観
賞
と
講
演
、
ユ
ニ
オ
ン

み
え
の
神
部
紅
さ
ん
か
ら
、
日

本
で
働
く
外
国
人
の
現
状
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
。
共
同
通
信
特
別
報
道

室
の
澤
康
臣
さ
ん
に
よ
る
記
事

の
書
き
方
講
座
。

　
2
日
目
は
午
前
中
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
毎

日
労
組
藤
沢
美
由
紀
さ
ん
と

「
自
分
ら
し
く
、
生
き
る 

宮
崎

か
ら
考
え
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
で
第

23
回
新
聞
労
連
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
大
賞
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
宮

崎
日
日
新
聞
の
菅
野
健
太
さ
ん

ら
の
報
告
を
受
け
ま
す
。

　
そ
の
後
、
緊
急
追
加
講
座
を

宮
古
新
報
労
組

初
の
労
働
協
約
締
結

　
宮
古
新
報
労
組
は
、
新
し
い

経
営
者
と
新
就
業
規
則
を
め
ぐ

っ
て
労
使
関
係
の
構
築
の
第
一

歩
と
な
る
初
の
労
働
協
約
を
７

月
31
日
に
締
結
し
た
。

　
新
就
業
規
則
は
６
月
に
提
案

さ
れ
た
。
こ
の
中
で
会
社
は
住

宅
手
当
の
削
減
を
提
案
。
最
高

５
万
５
千
円
〜
１
万
５
千
円
の

手
当
を
一
律
５
千
円
に
す
る
と

い
う
も
の
。
こ
れ
ま
で
住
宅
手

当
は
前
経
営
者
の
情
意
に
よ
る

不
合
理
な
支
給
を
強
い
ら
れ
て

き
た
経
緯
が
あ
り
、
問
題
点
も

あ
っ
た
。

　
組
合
は
交
渉
の
末
、
就
業
規

則
に
定
め
ら
れ
た
住
宅
手
当
の

減
額
分
は
、
社
員
の
従
来
の
年

収
分
を
確
保
す
る
た
め
、
個
々

の
年
間
給
与
総
額
を
減
少
さ
せ

な
い
こ
と
を
確
約
さ
せ
、
基
本

給
及
び
諸
手
当
を
調
整
し
て
支

給
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
宮

古
新
報
労
組
の
組
合
費
の
給
与

天
引
き
（
チ
ェ
ッ
ク
オ
フ
）
も

合
意
し
た
。

設
け
ま
し
た
。
日
韓
問
題
に
つ

い
て
、「
日
韓
考
」
と
題
し
た
企

画
を
担
当
し
て
い
る
西
日
本
新

聞
植
田
祐
一
東
京
支
社
報
道
部

長
よ
り
「
日
韓
関
係
を
ど
う
報

じ
た
ら
い
い
か
」
問
題
提
起
を

受
け
ま
す
。

　
午
後
は
恒
例
の
班
別
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

　
部
分
参
加
も
で
き
ま
す
。
特

に
、
入
社
３
年
〜
10
年
目
程
度

の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
初
日
会
場
：
出

版
労
連
会
議
室（
本
郷
４
丁
目
）

２
日
目
：
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
３
階
Ａ
Ｂ
会
議
室
。

問
い
合
わ
せ
は
、
新
聞
労
連
新

聞
研
究
部
☎
03
‐
５
８
４
２
‐

２
２
０
１
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７０周年プロジェクト始動 
WEB アンケートで実態調査へ

「
問
題
洗
い
出
す
好
機
」「
若
者
に
夢
と
希
望
を
」

◯西村誠さん（共同＝現・ＰＴ座長）　新聞業
界は若い人たちの人気がなくなってきている。
また、働いている人も子育て、介護などで立場
が多様化している。働き方改革関連法も成立し
た時代の流れのなかで、ジャーナリズム、新聞
業界が潜在的に持っている条件と合わせなが
ら、どういう働き方をしていきたいのか。私た
ちの意思を明らかにしていきたい。
◯岡林佐和さん（朝日＝特別中執）　同世代で
女性も男性も育児との両立をしていきたい人が
増えており、子育て中の社員で情報交換する
ネットワークをつくった。新聞やマスメディア
の中枢で、「生活」と切り離された中高年男性
による意思決定が行われていくことにもずっと
疑問を持っていた。「女性枠」の話を聞いたと
きに、皆さんの意思で風景がいきなり変わると
いうことがあるんだとびっくりした。新聞労連
は業界全体で一緒に考えていくことができ、大
きな可能性があるとわくわくしている。
◯小川麻希さん（南日本＝特別中執）　入社当
初から「なんかおかしいな」と違和感を色々な
ところで覚えていたが、皆さんで共有して何と
かするチャンスが来たと思って特別中執に応募

した。編集や営業の職場にいたが、男女問わず
ハラスメントを相談機関に相談する事例が極め
て少ない。実態調査をし、新聞業界にある問題
点を洗い出していくことができればと思う。問
題は誰にでも言えることではない。問題解決の
ため安心して話してもらえる、信頼される組織
として活動していきたい。
◯芝垣なの香さん（北海道＝特別中執）　夫も
同業者でお互い転勤ばかり。去年から初めて家
族４人で暮らしている。男性・女性、子どもが
いる・いないも関係なく、みんながやりたいこ
とができ、無理なく勤め続けられるような仕組
みができればと思う。いま女性の育休は取りや
すくなってきているが、人員の補充がない。周
りの負担が増すだけになり、取る方も肩身が狭
くなったり、周りがとりづらくなったりする傾
向を招いているのがある。職場の理解・サポー
トも必要だと感じている。

基準内 要求額 回答日 回答額 前年比 前期比 基準内 要求額 回答日 回答額 前年比 前期比
朝 日 M 30 828,869 6.26 △ 1 828,869 23,304 23,304 ◯ 新 潟 40 1,095,000 6.7 △ 1 973,000 2,000 -2,000

◯ 毎 日 M 35 1,000,000 6.24 △ 3 498,129 -151,061 23,042 ◯ 信 毎 M 35 1,242,535 6.12 △ 2 1,028,502 -5,410 24,438
読 売 M 30 875,742 6.14 △ 2 847,593 -3,128 -3,128 ◯ 長 野 43 200,000 6.24 △ 3 180,000 6,000 3,000

大阪読売 M 30 870,142 6.14 △ 2 780,020 -3,108 -3,108 北 日 本 38 969,000 6.14 △ 1 965,000 -5,000 -5,000
西部読売 M 30 819,714 6.14 △ 2 718,714 -5,855 -5,855 ◎ 福 井 M 35 937,100 6.10 △ 1 855,612 18,695 18,695

▽ 日 経 標準 320,000 931,900 3.5 △ 2 900,220 -14,073 -225,984 全 中 経 295,843 473,349 5.29 △ 1 414,180 2,187 -60,274
◯ 共 同 38 421,927 1,181,300 3.21 △ 3 977,000 1,000 1,000 伊 勢
◯ 時 事 M 35 772,350 6.7 △ 1 554,575 4,935 4,935 ◯ 京 都 M 35 453,010 1,100,000 3.20 △ 1 934,000 3,000 1,000
◎ 東 京 M 35 392,400 1,565,386 5.29 △ 2 1,092,500 -11,300 -4,000 京都企画

日 刊 工 京都折込
◯ 道 新 本 44 417,461 1,210,000 2.27 △ 4 1,028,000 0 3,000 日刊 ス ポ
◯ 西 日 本 M 35 900,000 6.4 △ 1 871,442 3,519 28,702 日刊運輸

室 蘭 神戸輸送
苫 小 牧 奈 良
十勝毎日 関西合同
釧 路 ◯ 神戸ﾃﾞｲﾘｰ M 35 345,080 864,207 3.18 △ 1 846,877 9,000 -7,023
東 奥 42 399,282 1,150,000 12.18 △ 3 940,000 -13,200 0 山 陽 M 35 332,650 1,180,000 6.5 △ 1 1,210,000 -10,000 30,000
デ 東 北 36 258,756 815,177 6.14 △ 2 545,937 4,402 -11,008 ◯ 中 国 M 35 973,680 6.21 △ 2 921,680 -29,832 -29,832
陸 奥 ◯ 山陰中央 M 35 1,033,000 6.20 △ 1 1,010,000 5,000 5,000

◯ 岩 手 M 35 348,420 1,106,555 6.14 △ 2 905,606 4,949 -3,344 愛 媛 M 35 366,175 1,050,000 7.1 △ 2 838,173 -21,507 -49,187
秋 田 魁 M 35 338,629 978,098 6.14 △ 1 767,852 -47,014 -37,427 全 徳 島 42 6.14 △ 2 1,321,220 -31,130 178,117
山 形 43 404,451 1,100,000 6.24 △ 1 950,000 0 0 高 知 381,481 1,030,000 6.19 △ 2 958,194 -63,082 -63,349

◯ 河 北 M 35 343,220 839,188 6.5 △ 2 829,391 -4,719 -4,719 四 国 44 448,601 997,202 6.27 △ 3 692,422 41 518
◯ 河北仙販 44 386,623 656,737 6.14 △ 2 425,588 -40,547 -17,621 ENPプリント M本 35 231,100 346,650 7.5 △ 2 290,875 6,295
◯ 福島民友 40 276,535 800,000 6.27 △ 3 666,000 -1,000 0 ◯ 佐 賀 M 35 271,227 915,926 6.20 △ 2 696,506 -10,849 -10,849

茨 城 39 263,838 541,362 6.6 △ 1 446,625 17,662 -4,125 ◯ 長 崎 M 35 330,800 755,490 3.22 △ 1 654,570 0 0
▽ 全 下 野 本 34 304,938 822,453 6.6 △ 2 745,901 -18,497 11,939 ◯ 大 分 M 35 335,450 1,079,350 6.14 △ 2 847,558 -16,051 3,142

下野印刷 ◯ 宮 崎 M 35 336,180 954,596 6.6 △ 2 861,196 -11,815 -8,045
上 毛 37 336,094 1,007,105 6.19 △ 1 957,000 1,000 1,000 ◯ 南 日 本 M 35 386,590 829,594 5.30 △ 2 829,493 0 -1
埼 玉 南海日日
千 葉 500,000 6.28 △ 4 330,000 -1,000 10,000 ◯ 琉 球 1,041,296 4.16 △ 1 721,869 -36,619 -10,931
神 奈 川 720,000 6.5 △ 2 635,000 13,000 25,000 ◎ 沖 縄 4.19 △ 2 732,217 -30,311 -43,541
関東販売 八重山毎日
報 知 M 30 279,171 711,887 6.13 △ 2 676,990 -4,165 5,585 宮古毎日

ス ポ ニ チ 宮古新報
東日印刷 38 302,008 528,414 6.25 △ 1 535,363 -23,904 -60,402 平 均 333,202 885,987 760,159 -7,779 -3,532
日刊 ス ポ M 35 319,860 831,636 6.25 △ 1 812,444 -12,795 -3,199 組 合 数 35 51 0
東京 ス ポ サ ン ケ イ
新聞協会 中 日

◯ 化学工業 M 35 328,869 1,009,840 6.26 △ 2 706,040 18,040 -5,385 道 ス ポ
建設通信 福島民報
日刊建設 本 41 292,546 735,092 7.1 △ 3 327,546 -58,381 -437,379 山 梨
ジャパタイ 岐 阜
朝日学生 6.13 △ 2 1,018,783 -48,090 -48,090 熊 本
新 聞 通 信

Ａ Ｆ Ｐ
西 多 摩
特派員協会
株式新聞
日経ＭＭ ４、全徳島はスライド3．75カ月の回答。

５、山陰中央は他に家族手当として1カ月分支給（配偶者と子ども2人の場合2万5000円）。
６、新潟は一時金とは別に激励金1万円を支給

（注）次数欄の△は妥結。組合名前の○はスト権確立、▽は闘争態勢、◎はスト実施。

組合名 年齢 組合名 年齢 次数次数

１、高知は他に繁忙手当として3万円。
２、山陽は協力感謝金一律10万円、創刊１４０周年記念祝金3万円含む。
３、長崎は支給日に一律2万5000円を別途支給。

１９
夏
季
一
時
金
回
答
状
況

８
月
３０
日
現
在

　来年６月３０日の新聞労連結成７０周年を機
に、新しい新聞・通信社での働き方を提言する
プロジェクトチーム（ＰＴ）が発足し、８月
２６日に初会合を開いた。初会合には、北海道、
埼玉、共同、朝日、建設工業、神奈川、関西合
同、神戸デイリー、中国、南日本の各労組から
１１人が参加。座長には西村誠・前共同労組委
員長が就任し、９月末から１０月にかけて、Ｗ
ＥＢアンケートを行うことを決めた。
　次回は９月２４日夕方に労連本部で開く。引
き続き多様な職場からのメンバーを応募してお
り、今後、各地連などにも協力を呼びかけてい
く予定だ。

《７０年ＰＴの日程》
９月下旬～１０月　ＷＥＢアンケート実施

（執行部セミナーで協力呼びかけ）

１１月　女性集会（長崎）

　　　　職場ごとの職懇とも連携

１２月　春闘対策会議・中執でアンケート結

果報告（労連春闘方針にも反映）

１～２月　各地連の春闘討論集会とも連携

４月　定期大会で提言の方向性を報告

６月　提言
　労連の特別中央執行委員（女性枠）のメンバー
が８月１５日、ウェブ会議システム「ＺＯＯＭ
（ズーム）」で遠隔地を結んだ会議を行いました
＝写真上。
　ＺＯＯＭはスカイプのように離れていても画
面越しに会話ができるツールで、パソコンでも
スマートフォンからでも使用できます。
　参加したのは、新聞労連の女性枠メンバー８
人のうち６人と南彰委員長、月岡岳書記長を含
めた計８人。音が途切れたり、画面が乱れたり
することもほとんどなく、想像以上にスムーズ
な会話が可能です。５０分間の会議では、ハラ
スメントなどの実態を探るアンケートに向けた
アイデアを出し合いました。【道新労組・芝垣
なの香】

女性中執がネット会議 
ZOOM を活用

《７月２４日の定期大会でのパネル討論》

《会場から》

◯上野傑さん（神戸デイリー＝近畿地連委員長）　
新聞業界で働いている人は営業や印刷関係を含
め、多種多様だ。ジャーナリズムに偏ることな
く、やはり産業研究的な視点も入れて欲しい。
たくさんの人から様々な意見をもらうことが大
事で、周知を強化して欲しい。
◯城戸千尋さん（河北）　夫の仕事の関係もあっ
て新潟日報から中途採用で河北新報に。女性が

結婚を機に、新聞の仕事はしたいけど、結婚生
活を続けていくために業界を離れた仲間に何人
も出会った。ライフスタイルによって業界を離
れることがないように、結婚生活との両立など
経験者目線のアドバイスがほしい。
◯加藤弘士さん（報知）　激変するなか、現場
の若手の皆さんは大変だ。「ネット速報を」「記
者の視点からのコラムをヤフートップの人が好
むから書いて」など次から次へと荷物を背負わ
せている。とはいえ、新聞人は諸問題を抱えな
がらもいい原稿を書いている。これから新聞業
界を志す人たちに「新聞記者いいぞ。中身のあ
る人生を送れるよ」と伝えるのも新聞労連の一
つの役割。夢や希望が持てるようなものも一緒
に考えて欲しい。


